公共施設等における花きの活用拡大支援事業 企画コンペティション実施要領
                                         　　　　　　　　令和２年６月１９日制定
新潟県花き振興協議会
１　趣旨
公共施設等における花きの活用拡大支援事業の企画コンペティションの実施について
は、この要領の定めるところによる。

２　仕様
「公共施設等における花きの活用拡大支援事業委託業務 仕様書【別紙１】」のとおり
３　参加資格
　　次に掲げる条件をすべて満たす者とする。
　(1) 会社更生法（平成14年法律第154号）第17条の規定に基づく更生手続開始の申立て又は民事再生法（平成11年法律第225号）第21条の規定に基づく再生手続開始の申立てがなされていない者（会社更生法の規定に基づく更生手続開始の申立て又は民事再生法の規定に基づく再生手続開始の申立てがなされた者であっても、更生計画の認可が決定された者又は再生計画の認可の決定が確定された者を除く。）であること。

　(2) 会社法（平成17年法律第86号）第475条若しくは第644条の規定に基づく清算の開始又は破産法（平成16年法律第75号）第18条若しくは第19条の規定に基づく破産手続開始の申立てがなされていない者であること。

　(3)暴力団、暴力団員またはこれらの者と社会的に非難されるべき関係を有する者でないこと。

４　参加申込み及び提案資格の確認結果の通知
　(1) 参加申込

　　　「公共施設等における花きの活用拡大支援事業に係る企画コンペティション参加申込書【別紙２】」を提出すること。
　　　　
申し込み期限：令和２年７月３日（金）17時必着

申込み先：問合せ先に同じ

方法：持参、郵送、ファックス又は電子メール
※電子メールで提出する場合は、件名を「公共施設等における花きの活用拡大支援事業に係る企画コンペティション参加申込書」とすること。

　(2) 提案資格の確認結果の通知
　　　参加申込みをした者全員に対し、７月７日(火)までに提案資格の確認結果通知を電子メールで行う。
５　質疑応答
　　要領、仕様書等について不明な点がある場合は、以下の方法により質問すること。
 (1)　質問方法
「公共施設等における花きの活用拡大支援事業に係る企画コンペティション質問事項【別紙３】」を郵送、ファクシミリ又は電子メールにより提出すること。
※　電子メールの場合は、件名を「公共施設等における花きの活用拡大支援事業企画コンペティション質問事項」とすること。
 (2)　提出期限
令和２年６月２６日（金）17時まで
 (3)　回答方法
令和２年７月１日（水）までに新潟県花き振興協議会ホームページに掲載する。
なお、質問に対する回答は、要領及び仕様書の追加又は修正とみなす。
６　企画提案書の作成要領
(1) 提出書類
　 ア　公共施設等における花きの活用拡大支援事業に係る企画提案概要書【別紙４-１～３】
　　　提案する事業内容について、各６部（正本１部、副本５部）
イの企画提案書の概要を簡潔にまとめて記入すること。
イ　企画提案書　提案する事業内容別に各６部（正本１部、副本５部）
(ｱ)　「【別紙１】仕様書」を踏まえ、以下の項目について記載すること。
①企画概要（企画コンセプト、装飾内容、ＰＲ方法、期待される効果）
②実施スケジュール
③体制（責任者、担当部署を記載。なお、業務の一部を外部の別会社に委託する場合は、その会社名、責任者名を記載すること。）
④事業効果の測定方法

⑤経費見積書（すべての経費をできるだけ詳細に、経費区分が分かるように具体的に積算すること。）
(ｲ)　企画書の用紙は、日本工業規格Ａ列４番の横向き（上下開き）とし、左横書きで記載すること。
(ｳ)  表紙には「公共施設等における花きの活用拡大支援事業企画書」と「事業内容名」を表記し、余白に社名を記載すること。
(ｴ)　企画書の提出期限以降の差替え又は再提出は認めない。また、提出資料は一切返還しない。
(ｵ)　必要に応じて補足資料を求める場合がある。
(2)　提出期限等
        期　限：令和２年７月１７日（金）17時（時間厳守）


提出先：問合せ先に同じ

　　　　方　法：持参又は郵送により提出するものとする。（郵送の場合は提出期限必着）
７　審査及び結果の通知
　　提出された企画提案書の内容を下記の審査基準に基づき審査し、委託先を選定する。審査結果は、全ての本コンペティション参加者に電子メールにより通知する。

	審 査 項 目

	(1) 仕様書の趣旨を理解した上で企画立案しているか。

	(2) 情報発信力が十分確保されているか。

	(3) 新潟県産花きの魅力を広くＰＲする内容となっているか。

	(4) 一般消費者から新潟県産花きを身近に感じてもらう内容になっているか。

	(5) 日常生活における新潟県産花きの活用を提案する内容となっているか。

	(6) 十分なスタッフ、ノウハウを有するなど業務を遂行する体制が確保されているか。


※上記審査項目を「５(秀),４(優),３(良),２(可),１(不可)」の５段階で審査し、合計値で最終評価する。
８　その他
　(1) 企画書作成等に要する一切の費用は、事業者の負担とする。
　  （書類審査のみとし、プレゼンテーションは実施いたしません。）
　(2) 本要領に定められた事項に違反した場合は失格とする。
　(3) 契約は、審査を経て決定した事業者を、新潟県花き振興協議会が協議の上、締結する。
    事業者は、契約の締結に際して「暴力団等の排除に関する誓約書」を提出しなければなら     ない。
９　スケジュール（予定）
	日　　程
	内　　容

	６月22日（月）
	公募開始（新潟県花き振興協議会ホームページに掲載）

	６月26日（金）
	質問締切

	７月 1日（水）
	質問に対する回答（新潟県花き振興協議会ホームページに掲載）

	７月 3日（金）
	参加申込締切

	７月 ７日（火）
	参加資格の審査・確認結果通知

	７月17日（金）
	企画書等提出期限

	～７月下旬
	企画内容等審査、委託事業者決定


10　問合せ先（照会先及び書類提出先）
〒950-1193　新潟市西区山田2310番地15
ＪＡ全農にいがた　園芸部　花き・直販課　　担当：大塚
TEL：025-232-1581　FAX：025-232-1585
E-mail：zz_nt_kaki-choku@zennoh.or.jp
